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雌性発生とは逆に受精前に卵核を電離放射線等によって予め破壊しておき正常

な精子を媒精すると，雄性核を基に発生を開始する。これが雄性発生と呼ばれる

ものである。雄性発生は精子核を基に発生するというその特殊性から種々の特性

が現れて来ると同時にそれらの特性を利用した応用が考えられる。しかしながら

雄性発生に関する研究はその技術的困難性から倍数体や雄性発生研究に比べて著

しく少ない。魚類の雄性発生に関する研究の総説は，雄性発生単独では無いが染

色体操作の総説の中に含まれている2・7.8. 15)。

1.雄性発生の利用

(1)雄性発生個体の遺伝的特性

雄性発生個体は精子の持つーセットの染色体が卵割時に複製され，それがまさ

に分離しようとするときに水圧処理等によってその分離を抑えて二倍体にする。

その結果対になっている遺伝子が全てがホモ接合体となり，完全ホモ型動物とな

る。完全ホモ型動物の産生する配偶子は遺伝的分離が起こらずクローン卵または

クローン精子となる。従って次世代も雌性発生または雄性発生を繰り返すと遺伝

的に均一なクローンが得られる。今後クローンは実験用動物として，親のもつ優

良形質をそのまま子供に伝えるための遺伝的固定法として，またきわめて規格の

よく揃った商品の生産法として重要となろう。

(2)性の特性

性決定が雄ヘテロ型の動物いわゆるXY型の動物では精子にはX精子とY精子

の二種類が生産される。 X精子をもとに雄性発生二倍体とするとその個体の性染

色体はxxとなり通常の雌となるがY精子の場合は自然界には存在しないyy型

の雄となる。この雄は生存性であることが判明している。その配偶子はY精子し

か産生できない。従って雄性発生雄と通常の雌と交配すると子供はすべて雄とな

り，全雄魚生産には理想的な方法となる。

(3)核・細胞質雑種

異種の卵を用いて雄性発生を誘起すると核・細胞質雑種となる"。すなわち核

の遺伝子は精子由来，細胞質の遺伝子は卵子由来となる。従来核・細胞質雑種は
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受精卵の除核と核移植を組み合わせて初めて作出可能となる。いずれもきわめて

高度なテクニックを必要とするため大量生産は不可能であった。しかし雄性発生

法は数万もしくは数十万の卵子を用いて実験することはいとも簡単である。

(4)種もしくは遺伝資源の保存

精子を基に個体を作出し得る雄性発生は，絶滅に瀕した種の保存，遺伝資源の

保存法としても有用な方法となろう 9)。魚類の受精卵または未受精卵の保存法は

まだ確立していないが，精子の保存は比較的容易で技術的に確立している種が少

なくない。また未確立の魚種においてもその確立にはそれほど長時間を要しない

と思われる。精子の形で種または遺伝資源を保存することの有利性はきわめて小

さなスペースで多数の個体分の遺伝子を保存できる点にある。また液体窒素に保

存する限りその保存は半永久的となろう。

2. Hertwig効果と雄性発生誘起

種々の線量の 7線を照射した精子を正常な卵に媒精すると，照射線量とその後

の生存率との聞に興味深い関係が見られる。すなわち線量の増加と共に生存率は

低下するが，ある線量を超えると逆に生存率の回復がみられる 5). 6) 。照射に

よるこのような効果を H巴rtwig効果と呼んでいる。照射精子で媒精された旺の

染色体を調べると照射線量の増加にともなって精子由来の染色体が断片化しその

数が・政bする。最も生存率の低い匪の染色体は多数の染色体断片を有している。

その後の生存率の回復はこの断片の減少と相関している510最も回復した匪では

父親由来の染色体が完全に消失している。従って雌性発生誘起の為の最適線量を

求めるときは Hertwig効果が指標となる。雄性発生の際もこのHertwig効果が

最適線量を求める際の指標となる。しかし卵に照射した場合は精子に照射したと

きのような明瞭な効果は現れない1.10. 12. 13) 。

3.生存性の雄性発生個体作出

卵核を照射によって破壊した後媒精すると精子核を基に雄性発生を開始する。

しかし精子はlセットの染色体しか持たないため発生して来る圧は半数体となる。

生存性の個体を得るためには染色体を倍数化する必要がある。雌性発生の場合は
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